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児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て
手
当
て
を
支
給
し
、
そ
の
家
庭
の
生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
六
二
年
に
施
行
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
今
日
、
母
子
世
帯
や
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
に
対
す
る
生
活
保
障
の
一
助
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
は
じ
め
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
給
付
や
公
的
年
金
給

付
等
の
各
種
給
付
は
十
八
歳
未
満
を
も
っ
て
打
ち
切
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
ま
で
委
員
会
審
議

で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
十
八
歳
に
達
し
た
者
も
次
の
三
月
三
十
一
日
を
迎
え
る
ま
で
の
間
を
、
十
八
歳
未
満

の
者
と
同
様
、
支
給
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
今
日
の
高
等
学
校
が
準
義
務
教
育
化
し
て
い
る
状
況
を
か
ん
が 

 

み
、
卒
業
年
度
末
ま
で
へ
の
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。 

こ
の
ほ
ど
提
出
さ
れ
た
国
家
公
務
員
給
与
関
係
改
正
法
案
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 
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今
国
会
に
お
い
て
国
家
公
務
員
給
与
関
係
改
正
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
扶
養
手
当
を
「
満 

一 
一
九
七
八
年
に
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
を
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
か
ら
十
八
歳
に
引
き
上
げ
が
完
全

実
施
さ
れ
た
が
、
改
正
前
は
義
務
教
育
終
了
前
と
い
う
「
学
年
対
象
」
、
い
わ
ゆ
る
誕
生
日
を
基
準
と
し
て
い
な

か
っ
た
も
の
を
、
な
ぜ
十
八
歳
と
い
う
「
年
齢
制
限
」
に
変
更
さ
れ
た
の
か
。 

二 

児
童
扶
養
手
当
の
年
間
支
給
額
が
誕
生
日
に
よ
っ
て
、
同
じ
高
等
学
校
三
年
生
で
も
最
大
約
四
十
二
万
円
以

上(

一
九
九
二
年
の
三
万
八
千
二
百
二
十
円
を
基
準)

の
差
が
生
じ
て
い
る
。
三
年
生
の
早
い
段
階
で
支
給
が
打

ち
切
ら
れ
た
家
庭
で
は
、
そ
の
月
か
ら
家
計
を
急
激
に
圧
迫
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
高
等
学
校
が
準
義
務

教
育
化
し
て
い
る
今
日
、
子
供
の
将
来
の
た
め
に
も
等
し
く
教
育
を
受
け
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
児

童
扶
養
手
当
を
は
じ
め
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
給
付
や
公
的
年
金
給
付
等
の
支
給
対
象
を
十
八
歳
と
い
う
「
年

齢
制
限
」
で
は
な
く
、「
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。 
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五 

十
八
歳
」
を｢

満
二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る｣

に
改
め
て
い
る
。
人
事

院
勧
告
で
は
、
同
手
当
の
引
き
上
げ
理
由
と
し
て
、｢

民
間
に
お
け
る
支
給
状
況
及
び
大
学
生
等
を
扶
養
す
る 

職
員
の
家
計
負
担
の
実
情
を
考
慮
し
て｣

と
し
て
い
る
。
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
を
は
じ
め
労
災
保
険
の
遺 

族
補
償
給
付
や
公
的
年
金
給
付
等
の
受
給
世
帯
に
お
い
て
も
、
大
学
へ
進
む
児
童
を
抱
え
る
世
帯
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
世
帯
の
家
計
負
担
の
実
情
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
前
問
二
に
お
い
て
、
支
給
対
象
を
「
十
八
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す
べ
き
と
提
案
し
た
が
、
児
童
扶
養
手
当
を
は
じ
め
労
災
保
険

の
遺
族
補
償
給
付
や
公
的
年
金
給
付
等
の
対
象
を
さ
ら
に
国
家
公
務
員
給
与
改
定
の
よ
う
に
一
挙
に
大
学
生
ま

で
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


